
安来市立伯太中学校だより      Challenge！考え行動する伯中生 

 

 

学校教育目標「自己を見つめ、他者と協働し、未来を拓く生徒の育成」 

                                   令和５年４月２０日号 

社会の中でよりよく生きていくためには、「考え行動

する＝自律する」力を身につけていく必要があります。

今年度伯太中では、このことを生徒・教職員・保護者が

心にとめ、互いに考え行動し、よりよい伯太中学校をつ

くっていきたいと思います。教育目標とスローガンの他

に、次の変更点についても説明しました。 

 

１．チャイムの変更 

朝（8:25）と昼（５校時開始５分前）の２回になりま

す。時計を見て、５分前行動を心がけてください。こ

れは、考え行動する力の育成につながることではあり

ますが、合理的配慮（障がいのある人が、ない人と平

等に社会の中で過ごしていけるように、必要な調整や

変更を行うこと）の一環でもあります。 

 

２．生徒が「自ら学ぶ」しくみづくり 

一斉教授型授業は減らし、自分で考え、実行できる場

面を増やしていきます。A I型教材を取り入れ、自分

に合った問題に取り組める機会も増やします。 

 

３．テストの変更 

 授業で学んで、十分練習して、小テストや単元テスト

で力だめしをして、それでわからなかったところをト

レーニングして、期末テストや学力テストで定着した

かを診断する、という流れで学力の育成を図っていき

ます。「中間テスト」は行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年度がスタートしました 

今年度、新たなスタッフが５名着任し、４月１０日に
令和５年度がスタートしました。 

 

 

 

始業式では、今年度新たにした学校教育目標・スロー
ガンと、教職員をふくめ全校で心にとめたいことについ

て話しました。 

【令和５年度学校教育目標】 

「自己を見つめ、他者と協働し、未来を拓く 

生徒の育成」 

【スローガン】 

「Challenge！考え行動する伯中生」 

 

 学校目標については、校訓や、育成する資質・能力と
関連しています。自分自身をコントロールし、人の力も

適切に借りながら、自分の意思で一歩一歩世の中を歩ん

でいける力をつけていくことを意識してほしいと思いま

す。 

みなさんはこれから、今よりもさらに予測困難で変
化の激しい未来を生きていくことになります。 



いろいろな変更について説明しましたが、私は、最

初から全てうまくいくとは思っていません。「教える」

型の一斉教授的な指導を長年経験している生徒・教員・

保護者にとっては、自律型の生活へのシフトに時間が

かかると思います。大人も子どもも、誰もにとって大

きな「チャレンジ」です。 

そこで、生徒のみなさんにお願いがあります。 

 

１．うまくいかなかったり、困ったりしたときには、

大人を頼ってください。一緒に考えます。 

２．伯中で過ごすみんなが幸せになるように、自分で

考えてどんどん実行してください。また、そうし

て実行している人を、からかったり、冷やかすこ

となく、応援したり、一緒に実行したりしてくだ

さい。 

 

大人も子どもも、共通の目的「考え行動する（＝自

律する）力をつけて、社会の中でよりよく生きること

ができるようにする」に立ち返って考え、行動してい

けたらと思います。 

 

今年度は、次の研究指定等を受けています。 

 

✦第５５回中国放送教育研究大会 実践発表校 

 １０月２０日（金）（オンライン、アルテピア） 

 

✦第７１回少年の主張安来市大会 主管校  

８月２９日（火）わかさ会館 

 

✦令和５年度Ｅネットはくた 

（伯太ブロック小中連携推進会議）会長・事務局校 

 

✦令和５年度学警連伯太ブロック 会長・事務局校 

４．宿題 

  一律押し付け型の宿題は、出さないようにしていき

ます。家庭での学習は、わからないところをわかるよ

うにするためのもの、自分が追究したいことに取り組

むもの」という本質に立ち返ってのことです。 

勉強は、長時間やることや量をこなすことが目的で

はありません。宿題を出すと、できる人は全部やり、

できない人はわからないところを飛ばしたり、答えを

写したりします。それでは力はつきません。宿題を出

せば出すほど、提出することが目的になってしまいま

す。中３になると、受験を意識して、それに備えるた

めに、自分に必要なところを勉強したい、と思っても、

一律の宿題が出ると、それがさまたげとなって自分の

やりたい勉強ができない、という場合が生じます。 

１日はとても短いです。自分で考え、自分を高める

ために使える時間を増やしてほしいと思います。 

ただ、毎日、自分のわからないところをわかるよう

にするとか、できないことをできるようにする取り組

みは、短時間でもいいので必ず行ってほしいです。 

 

５．生活ノート『新しい一日』の様式変更 

   自分の時間を自分で考えて有意義に使うために、今

年度中身を新しくした「新しい一日」を活用してくだ

さい。これには、連絡事項だけでなく、自分に必要な

ことをメモします。 

授業でわからなかった内容をメモしてもいいし、そ

の日取り組みたい筋トレのメニューや読みたい本を

メモしてもいいと思います。 

『新しい一日』は、自分のためのものなので、教師

に提出することを目的としたものではありません。 

でも、みなさんの日々のチャレンジ

や、つぶやきを週に１度は先生と共

有してほしいと思います。 

毎日提出したい人はもちろん毎日

提出してもＯＫです。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待に関する学校の対応について（安来市） 

 小・中学校では、子どもの安全・安心が疑われる次のような場合に、児童相談所または市役所に通告することが 

義務づけられています。虐待の判断は児童相談所や市役所が行います。 

【児童虐待とは？】 

▸身体的虐待 なぐる、ける、たたく、投げ落とす、激しくゆさぶる、やけどを負わせる、おぼれさせる など 

▸性 的 虐 待 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする など 

▸ネグレクト 家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、 

重い病気になっても病院に連れて行かない など 

▸心理的虐待 言葉によるおどし、無視、きょうだい間での差別的あつかい、 

子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう など 

 

 

虐待を受けたと思われる子どもが 

いたら、子育てに悩んだら･･･ 

児童相談所や市役所の相談窓口へ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対面式（４月１２日） 

新入生を歓迎し、新入生が円滑に中学校生活スタ
ートできるようにすることを目的として、対面式を行

いました。 

生徒会長あいさつ、生徒会専門委員会の説明、応援
団の説明、部活動紹介、新入生代表あいさつ、生徒会

副会長あいさつ がありました。 

今年も、寸劇による「良いあいさつ」と「良くない
あいさつ」についての説明など、わかりやすい説明が

なされていましたが、盛り上がったのは部活動紹介で

した。 

２・３年生は、入学してから実演をまじえた部活動
紹介を経験したことがありませんでしたが、新入生の

興味を引く、工夫された紹介を行っていました。 

自分たちで工夫してやり遂げた、生徒の喜びの表情

は、頼もしさを感じさせるものでした。 

 

紹介を終えた２・３年生の、自分たちで工夫してや

り遂げた喜びの表情を見て、とても頼もしく感じまし

た。 

学校からのおたよりは、生徒のみなさんが読んだら必ず保護者の方に渡してください 

 生徒一人ひとりに応じた学習活動や、学習課題

に取り組む機会を提供するとともに、生徒一人ひと

りの学習進度や到達度に応じた教材等を提供し、学

習が最適となるような取組を行っています。 

 今回は、取組の一環として導入した、ＡＩ教材

Qubena（キュビナ）について紹介します。前年

度、本校は安来市が指定を受けた「しまねの学力育

成プロジェクト事業」（県事業）の研究協力校とな

りました。調査に協力した第１学年の生徒に対し、

市より学習ｅポータル・ＡＩ型教材のサービスが提

供され、約３ヶ月間利用しました。 

令和４年度入学生は、卒業までこのサービスを

受けることができます。今の２年生は、この教材を

使用しながら、自分に必要な学びを自分で進めてい

くことに慣れつつあります。 

今年度は、１・３年生もＡＩ教材を使用して授

業での問題演習や家庭での学習に取り組めるよう、

導入しました。 

 

 ＡＩ教材の良い点は、AI (人工知能)が一人ひと

りの間違いの原因を解析し、個別に最適な問題を出

題してくれる点です。基礎から応用まで、自分のペ

ースで多様な問題に取り組むことができます。 

 対応している学年と教科は次の通りです。 

小１・小２：国語、算数 

小３・小４：国語、算数、理科、社会 

小５・小６：国語、算数、理科、社会、英語 

中１～中３：国語、数学、理科、社会、英語 

 

実際のノートと同じように手書きで入力すること

ができ、「定規・コンパス・分度器を使った作図」や

「関数のグラフ作成」にも対応しています。 

生徒が解いている問題、解答時間、正答率など

の学習データは、リアルタイムで収集・分析されま

す。授業中の問題演習やテストだけでなく、家庭で

取り組んだ分も記録されます。 

 教師は、演習、テスト、宿題などを、Qubena 上

で作成し、生徒に配信することができます。 

Qubena は、アプリやソフトのインストールは

必要なく、普段インターネットで Web ページを見る

のに使っているウェブブラウザ（Chrome、Edge、

Safari）で操作できます。 

先週はじめて使い始めた３年生のうち、すでにこ

の土日に家庭で社会の問題に４４７問取り組んだ生

徒がいました。 

 個別最適な学び・協働的な学びを一体的に 

１年生にとって 
わかりやすく 
なるよう、 

各部とも工夫 
して説明して 
いました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


